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プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。夢への挑戦
をテーマに企業トップへのインタビューなどをおよそ１
時間にわたって放送している「チャレンジ・ザ・ドリー
ム」。今日のトップインタビューは、「オネスティーハウス」
をブランド名にして住宅建設や不動産業などを手掛ける
総合住宅会社、株式会社石田屋の石田房嗣社長、71歳で
す。現在は戸建て住宅などを扱っている石田屋ですが、
もともとは明治38年（1905年）に旧鬼石町で金物屋と
種苗の店としてスタートしたそうです。三代目の石田社
長が住宅建設に進出、事業を拡大させました。新規事業
への挑戦、事業拡大の様子を伺っていきます。番組後半は、
リンゴの産地沼田市でリンゴのお酒、シードルの醸造所
を開設した男性を紹介します。

トップインタビュー
株式会社石田屋
石田房嗣 代表取締役
̶̶̶総合住宅会社、株式会社石田屋の石田房嗣社長に
FM GUNMAのスタジオにお越しいただきました。石田
社長、どうぞよろしくお願いいたします。

石田社長：よろしくお願いします。

【収録風景：FM GUNMAスタジオにて】

【石田屋の歩み】

̶̶̶オネスティーハウスをブランド名にして、住宅建
設や不動産業を手掛けていますが、どのような住宅を建
てているのでしょうか。

石田社長：木造住宅になりますが、木と鉄の梁を融合し
たパナソニックのテクノストラクチャー工法という建築

【プログラム】
■トップインタビュー
　株式会社石田屋　
　　　　石田房嗣　代表取締役

■保証協会からのお知らせ
　 「環境経営Ｇエール（プラス）保証」について

■チャレンジ企業紹介コーナー
　上州沼田シードル醸造株式会社

◎アナウンサー　奈良のりえ

FM GUNMA × 群馬県信用保証協会 

チャレンジ•ザ•ドリーム
～群馬の明日をひらく～

Cha l l e n g e  t h e  D r e am

令和４年１月６日（第106回）放送

　当協会は、平成25年度より、FM GUNMAと共同制作番組
を毎月1回放送しています。創業・起業の応援をメインテー
マとし、群馬発の企業のトップインタビューを中心に構成し
ています。
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方法を採用しています。全てパナソニックで構造計算を
行い、数値面においても保証されていますので、当社も
安心ですし、お客さまにとっても安心な住宅を提供して
います。また全てパナソニック製品を採用していますの
で、太陽光やエネルギーといった分野にも取り組んだ家
づくりをしています。

̶̶̶今、建設件数はどのぐらいになるのですか。

石田社長：2020年以前は毎年170～180件ぐらいでしたが、
2021年は、新型コロナの影響による巣ごもりが住宅を少
し見直すきっかけとなり、受注が増えて約200件の建築
を手掛けました。

̶̶̶お忙しいですね。

石田社長：ええ、おかげさまでお客さまに信頼いただけ
ていることが事業継続につながっていると思います。

̶̶̶そんな石田屋ですが、もともとは旧鬼石町で金物
と種苗のお店として創業したと伺っています。明治38年
におじいさまが創業したそうですね。

石田社長：はい、そうです。

̶̶̶社長が子どものころの様子というのは、どんな感
じでしたか。

石田社長：大工、工務店さんが釘を買いにきたり、のこ
ぎりを買いにきたりしていました。また、上野村や旧万
場町などの山あいのお客さまに、薪をつくるときに使う
「たが」というのがあるのですが…。

̶̶̶たがとは何ですか？

石田社長：「薪たが」というのですが、薪を束ねるときに
使う針金のことで、その一縛りが1,000本になっています。
そういうのを毎日、上野村のお店に仲卸のような商売を
したり、他にもいろいろな農耕具ですとか、その時代の
必需品を売っていたと思います。

̶̶̶小さいころから家業を継ぐというのが何となく約
束されていたのですか。

石田社長：私は長男だったので、跡継ぎの教育を自然に
受けていたと思います。高校も高崎商業高校で、鬼石町
から高崎まで毎日通いました。

̶̶̶結構距離がありますね、社長。

石田社長：そうですね。バスで藤岡まで行って、そこか
ら電車で高崎駅まで行きました。今の高崎警察署のとこ
ろが高崎商業高校でした。そこまでまたバスで行ったり、
歩いて行ったりして、そんな毎日を過ごしていました。

̶̶̶商業高校ということで、ご家族の方の意向もあっ
たのですか。

石田社長：そうです。だから、商売の跡を継ぐのだと。
家族には大学へ行った者もいましたが、私は商業高校と。

̶̶̶卒業後は、修行でどこかの会社に入られたのです
か。

石田社長：はい。会社ではないのですが、千葉の市川市
に行きまして、まだそのころは千葉県も京葉道路が開通
したところで、ちょうど発展が見込まれる地区の金物屋
さんに見習いとして修行に行きました。

̶̶̶何年ぐらい行かれていたのですか。

石田社長：１年ちょっとです。祖母がけがをしまして、
それをきっかけに、帰ってこいとなりました。

̶̶̶そのころの会社の様子はどうでしたか。

石田社長：会社というか、大工・工務店さん向けのお店
でしたので、そのもっと前は農耕具や刃物、のこぎり、鎌、
鉈など、それぞれその時代に合わせた商売をしていまし
た。私の代になって、大工・工務店さんの仕事が忙しく
なってくる時代になって、住宅を建てることが一般化す
る時代になってきました。鬼石町だけではなく、広く商
売をしたいとの思いから、鍋や釜などのアルミを売って
いた経験を活かしてアルミサッシづくりを始めて、大工
さんなどに住宅資材として売りました。そんなことから
徐々に住宅業界の広がりができてきました。バブル期の
ころには、例えば大きなゴルフ場や大きな工場の建設で
は、それらに関連するガラス工事や、屋根工事、アルミ
工事などの仕事も受注できるようになりました。そのよ
うなことから建築資材の仕事が多くなりました。だから
当社は、祖父の代、父の代、私の代という形で、その時
代に合わせた変化を遂げていきました。食べ物だったら、
昔から100年も200年も味が変わらずに済みますが、生
活様式はどんどん変わりますから、そういう形で変化を
して、継続してきたと思います。

̶̶̶変化と継続ですね。

石田社長：そうですね。

【チャンスを掴んだ転換期】

̶̶̶そのような中、1985年に社長に就任されました。

石田社長：はい。

̶̶̶91年には不動産部門を設立したそうですが、これ
はどのようなお考えだったのでしょうか。

石田社長：バブル期のころは毎日、毎日いろいろなとこ
ろから仕事が来ていて、あまり考えなくても、ただ単に
お付き合いしていれば仕事が来たという時代でした。バ
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ブル崩壊後も、やはりベースは不動産から始まるのだな
と感じたことが、不動産を始めるきっかけとなり、不動
産業の資格を取って設立しました。

̶̶̶大きな決断をなさいましたね。

石田社長：でも、そのころはまだ、不動産部門に参入す
るといっても、その思いだけで、現実問題はそんな簡単
にはいかないです。経験もなければ何もない。バブルの
当時というのは、大きな不動産を動かして、そこで収益
につなげたのでしょうが、どちらかというと私は賃貸の
仕事をベースにしていました。生活する上で、年齢が高
くなると家から離れ、そのときに賃貸の需要が生まれま
す。今度は大家さんから「この土地を売りたい」とか、「こ
れを買ってもらいたい」といった話があって、そこから
土地を分譲して、住宅を建てるというサイクルができま
した。そもそも当社は、大工・工務店さんに材料を販売
していたものですから、本来的には、自分のところで住
宅事業をするつもりはなかったのですよ。B to Bでいわ
ゆる材料屋として工務店さんに商品を販売して、工務店
さんを支援する。材料を販売させてもらうという考え方
でやっていたのですが、93～94年ぐらいから取引先の倒
産が始まり、何千万円ものお金が焦げ付いてしまって、
それが２件も３件もでてしまいました。一番ひどいのは
５日間ぐらいの先付小切手を切って、手形と違うから小
切手はすぐお金がおりるのですが、その間にいなくなっ
てしまったということもありました。当社は、今、本庄
児玉にも進出していますが、アパートの建設が盛んだっ
たころに支援していた建設屋さんが倒産してしまったな
どの苦い経験もあって、これはもう仕方がないから私ど
もで住宅事業を始めましょうとなりました。それが95～
96年ごろの動きです。

̶̶̶石田社長、今、淡々と語られましたけれども、か
なりのピンチでしたね。

石田社長：ピンチではありましたが、逆にそれがチャン
スになりました。そこから、市場が生まれたので、火事
場のばか力っていいますかね、豊かな状態でいたら、そ
の発想はなかったでしょうし、逆に当社が鬼石町という
小規模な市場で商売をしていたから、その厳しい環境か
ら外へ出たことで得られた広がりと同じで、大変だった
から、かえってそれがいいきっかけになりました。もと
もと材料会社の文化を持っていたので、材料や資材の扱
いには自信があります。ほかの工務店さんの場合は、そ
ういうのは技術屋さんの文化と考えることがありますが、
家づくりの取り組み方は、自分の作品というのではなく
て、やはりお客さまにどのように満足をしてもらうかと
いう視点が大切です。だから、ただ売れればいいってい

うのではなくて、お客さまが他の方にも紹介していただ
けるような満足を提供しないと継続は難しいです。「あ
そこは駄目だよ」と言われたら駄目なのですよ。

̶̶̶はい。その後、自社で住宅を建設するようになっ
ていくわけですが、そのお話を伺う前に１曲お届けした
いと思います。石田社長、これはどんな思い出の曲です
か。

石田社長：私が千葉にいるときに、この歌が流行してい
てテレビでよく見ていました。（笑）。

̶̶̶はい（笑）。では、そのころのことも思い出しな
がら、一緒に聞いてください。お届けしましょう。前川
清で『長崎は今日も雨だった』。

【パナソニックビルダーズグループ９年連続第１位を受賞】

【新たな事業展開】

̶̶̶1999年、平成11年から自社で建築を行い、注文
住宅を手掛けるようになったそうですね。

石田社長：はい。99年以前は、住宅をやっていましたが、
ほとんどアウトソーシングで、今までの取引先にお願い
していました。99年から、外注の内製化により、自社の
力で建築をするようになりました。

̶̶̶注文住宅を手掛けたいというのは、ずっと考えて
いらっしゃったのですか。

石田社長：そうですね。不動産では、例えば建売や、土
地とセットの住宅は、立地条件が良い土地が買えれば、
そのときは非常に業績もいいですが、いい土地が買えな
かったり、また逆に、どうしても買わなければいけない
という思いで変な土地をつかんでしまったりということ
になると難しい状態が起きるので、なるべく土地力に頼

10 GUNMA GUARANTEE MONTHLY REPORT



C h a l l e n g e  t h e  D r e am

らない、いわゆる注文住宅をやりたいと思って、いろい
ろな試行錯誤を重ねて、2002年にパナソニックテクノス
トラクチャーという工法とボランタリーチェーンにより、
工法だけ使わせてもらうという形で入会しました。その
パナソニックの技術で建築を始めて、自分のところだけ
のお手盛りではなくて、外部のチェックが入ることで安
心した家づくりの積極的な住宅営業活動が本格的にでき
るようになりました。

̶̶̶でも自社で建築を行うには、やはり人材というの
も非常に大事になってくると思いますが、このあたりは
どのようにされましたか。

石田社長：99年頃から、徐々に技術者だとか能力のある
人に入社していただいたことで年を追うごとに、能力の
高い人が集まってくれるようになりました。それに伴っ
て会社全体の能力も高まりましたが、もう一つはやはり
パナソニックさんが徹底的に一緒になって取り組んでく
れていることです。

【ブランド名に込められた経営ビジョン】

̶̶̶ところで、このブランド名のオネスティーハウス
は、どのようなお考えで名付けたのでしょうか

石田社長：住宅づくりをすると、とかく家を建てて、お
金をもらって、それで終わりと、そういう形になりがち
です。お金がもらえればいいやと、こういう社内文化が
できると困るわけです。オネスティー（ＨＯＮＥＳＴＹ）
というのは、正直・誠実というような意味なのでしょう
が、Hはハート、Oはオーダリー、Nはネバーギブアップ、
Eはアーネスト（熱心）、Sはソーシャル（社会）、Tはチー
ムワーク、Yはヤング、そういう語源をもってオネス
ティーハウスというのを前から温めていたのです。ただ
なかなか重くてね。オネスティーハウスというのは、本
当に重いなと感じましたが、そこをクリアしないと場当
たり的な経営になってしまうとの思いで、自らに重い名
前を課すような形になりました。

̶̶̶お客さまに対しての名前に込められた宣言という
ことでしょうか。

石田社長：そうですね。基本はそこでないといかんと思
います。だから、もう二十数年、感謝祭をずっと続けて
いまして、最初のころは100人とか、140人ぐらい来て
もらうのがせいぜいだったのですが、だんだん増えてき
て、コロナの前までは、大体毎年3,500人から3,700人ぐ
らいお越しいただくようになりました。

̶̶̶お客さまの喜ぶ姿が、社長にとって何よりの楽し
みですね。

石田社長：そうですね。毎年ね、本当にお子さま連れで
お越しくださる方が多いです。だから、おじいさんが建
てて、子どもさんが建てて、お孫さんが建ててなんてい
うのもあります。

̶̶̶そうですか。

石田社長：一番多い方は、一つのご家庭で、お父さんと、
お子さんが３人いて、４人で４軒の家を建てていただい
たり、そういう方もいらっしゃいました。

̶̶̶本当にご縁が深いというか。

石田社長：そうですね。

̶̶̶１棟建てておしまいではないというのが伝わって
きますね。

石田社長：そうです。やはり商売を継続するためには、
そういうことを継続しなきゃいかんなと、そのように
思っています。

【成功へ導く社長の取り組み】

̶̶̶振り返ってみて、成功のポイントは何だったと思
いますか。

石田社長：成功というほどのものでもないですし、何と
かやっているということですが、それでもやはり常に緊
張感を持ち続けているといいますか、いろいろな時代、
時代で変化があります。今は、特に太陽光発電が出てき
てからは、新しい家づくりに関するエネルギーの考え方
についてベストを尽くすというのも、変化の対応かと思
います。

̶̶̶はい。また社員の皆さんへの意思統一としても、
社長ならではのオリジナルのことをやってらっしゃると
お聞きしましたけれども、やはりこういったことも成功
のポイントの一つなのでしょうか。

石田社長：100人近くいる社員が、その人、その人、み
んな今までの経験があったり、今まで勤めていた会社の
文化があったりと、そういう異文化の集りなので、当社
のやり方はこれだと言っても、癖というか、みんなそれ
ぞれ持っていますからね。だから、みんなの意識を統一
するために、私が年頭レポートというのを作っています。
年頭式に大体そのレポートを読むだけでも２時間半ぐら
いかかるのですが、全ての部門で「今年の方針はこうこ
うだよ。目的はこうだ。」ということをやるので、会社
の中での意識がそれ１冊である程度みんなが共有できる
のですね。そんな本を、もう二十数年来続けています。

̶̶̶社長が年末年始にかけてレポートをお書きになっ
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【高崎駅前モデルハウス：電気を自給自足できEVも連携】

【リフレッシュで前向きに】

̶̶̶総合住宅会社、株式会社石田屋の石田房嗣社長に
お話を伺っています。仕事から離れたお話も伺えればと
思います。石田社長、趣味は何ですか。

石田社長：仕事ばかりやっているから、あまり趣味って
いうのは少なかったですが、やはり一番は、家族、妻と
旅行に行くことですね。うちは家族が割と多いものです
から、家族で集まることはよくありますね。

̶̶̶そうなのですね。そのほかスポーツとかはいかが
ですか。

石田社長：ゴルフをときどきやるのですが、月に１度か
２度。それも、半分は仕事の関係ということが多いので、
趣味って言えるほどのものでもないです。また、腕前も
それほどよくないので。でもスポーツといえば、せいぜ
いその程度です。

̶̶̶そういう中でメンタルというのを整えていくとい
うのも、リーダーの仕事かなと思うのですが、今日、お
見受けして、非常に強靭なメンタルをお持ちだというこ
とを感じました。

石田社長：いやいや、とんでもないです。

̶̶̶何かこう、メンタルのためにいいこととかなさっ
たり、考えたりしていますか。

石田社長：やはり使命感といいますかね、代々商売を続
けているといいますか、継続をしなきゃいかんと、そう
いったことは考えますね。

て、それを年初めに皆さんに見ていただくということで
すね。

石田社長：そうですね。以前は、１月１日の日経新聞の
トップを見て、「今年はこうしよう」ということをやりま
したが、でも、年末年始の休暇が４日間とか５日間しか
ないので、その間にそれだけのものをつくるって、とて
もできなくなってしまいまして、今は年末の27～28日ぐ
らい、会社が終わってから大体７日間くらいかけてつく
ります。年末に今までの整理をして、それで次の新たな
計画づくりは、リセットボタンを押すようなものです。
それが結構時間がかかるのです。

̶̶̶どのぐらいですか。

石田社長：そうですね、大体70時間ちょっとかな。

̶̶̶70時間ですか。

石田社長：だから１日平均10時間。でも、31日と１日は
ちょっとね、少し控えて。

̶̶̶もう魂のこもったレポートですね。

石田社長：魂というか、整理整頓ですかね。

̶̶̶また、会社の意思疎通とか統一という意味では、
勉強会とか社長塾をなさっていると聞きました。

石田社長：最近、事業承継という意識が出てきまして、
事業承継といっても、私が引退するわけではないのです
が、今、後継者の長男が一生懸命に並走してくれています。
社長になるまでにある程度、組織を明確にしていこうと。
そのような考えで、社長塾というのを毎月開催していま
す。もう一つは、住宅業界における、エネルギーや制度
等は絶えず変化するので、その取り組み方や商品研修な
ど、社長塾という形を取って、社員全員が参加しています。
最初は幹部だけのつもりだったのですが、全員参加で始
めたところ、みんな、楽しみにしてくれています。

̶̶̶そうですか。

石田社長：感想文も書くのですよ。全員から感想文をも
らうことが条件なのですが、そうすることで全ての社員
に意識の共有を図るというか、そんなことをして、もう
しばらく組織が固まるまでは、私が仮に会長という立場
になったとしても続けていきたいと思っています。

̶̶̶さまざまな取り組みを行っていらっしゃる石田社
長です。この後もコマーシャルを挟んで石田社長にお話
を伺っていきます。
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会社石田屋の石田房嗣社長にお話を伺いました。さあ、
それではここでもう１曲、リクエストをいただきました
ので、お届けしたいと思います。いい曲ですね。

石田社長：そうですね。想いというのでしょうか、そう
いったものが込められた歌なのでしょうね。

̶̶̶それではお届けします。谷村新司で『昴』。石田
社長、今日はどうもありがとうございました。

石田社長：どうもありがとうございました。

保証協会からのお知らせ
「環境経営Ｇエール（プラス）保証」について
̶̶̶ここからは群馬県信用保証協会からのお知らせで
す。今回は、１月から取り扱いを開始した「環境経営Ｇ
エール保証」について、群馬県信用保証協会の磯さんに
お話しを伺います。磯さん、よろしくお願いします。

磯：こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶新しい保証制度「環境経営Ｇエール保証」の「環
境経営」とはどのようなものですか。

磯：はい、「環境経営」とは、環境問題に積極的に取り組み、
環境に配慮した企業経営のことで、企業の社会的責任を
果たすうえでも、重要なことです。当協会は、ＳＤＧｓ
などの視点を取り入れて、企業価値の向上を図ろうとす
る　中小企業・小規模事業者を応援するため、令和４年
１月４日から「環境経営Ｇエール保証」の取り扱いを開
始しました。

̶̶̶なるほど、環境負荷の削減に努力する中小企業を、
保証協会が保証制度を通じて、エールを送る制度なので
すね。では、具体的にどのような特徴があるのですか。

磯：はい、大きな特徴は２つあります。一つ目は、「環境
マネジメントシステム」の認証を取得した中小企業が対
象となります。具体的には、４つの認証を定めています。
まず、国際規格である「ＩＳＯ14001」次に、環境省が
策定した「エコアクション21」や運送業界を対象にした
「グリーン経営」最後に、群馬県が認証を行う「群馬県
環境ＧＳ」となります。保証申込の際に、いずれかの認
証書の写しをご提出いただきます。二つ目は、保証料率
を通常より　一律0.1％ 引き下げます。

̶̶̶割安な保証料で資金調達ができるのは、環境に配
慮した事業活動を行っている中小企業にとって、大きな
魅力ですね。県内中小企業の「環境経営」が、今後益々 
普及するといいですね。

【今後の目標】

̶̶̶それではここで仕事の話に戻りたいと思いますが、
石田屋の今後の目標をお聞かせください。

石田社長：今、住宅業界はやはりエネルギー、太陽光が
大切だと思っています。特に、今年から太陽光住宅に関
する三大企画という形でやっています。一つ目は、太陽
光発電と蓄電池を組み合わせて完全に電気を自給自足で
きる住宅。二つ目は、第三者が所有する太陽光発電を使っ
て自己負担がほとんどない住宅。三つ目は、自己所有の
太陽光発電の初期費用がゼロ円で使いながらその費用に
充当していくという３つのやり方です。その太陽光で発
電するエネルギーを一般の火力などと比較して、どれだ
けCO２を削減できるか、そういった計算をしています。
今まで建てた住宅に太陽光を載せた分で、杉の木に換算
すると毎年51.7万本分。これが2030年までに毎年100万
本分を削減することが一つの目標です。電気料金への備
えとクリーンエネルギー、CO２削減で社会に貢献できる
家に住めれば、お客さまも自分なりの生活、家づくりに
納得ができるのではないかと考え、推進しています。そ
れともう一つは、今、埼玉県の寄居町と埼玉県、大手の
ゼネコンとで計画をしているのですが、ホンダの工場の
すぐ近くに58区画のスマートタウンをつくろうとしてい
ます。これを何とか成功させたいと思っています。

【新規事業に取り組む方へのメッセージ】

̶̶̶最後に、新しい事業に挑戦したいと考えている人
や若い人へのメッセージの意味も込めてお話しいただき
たいのですが、新しいことに挑戦するときに大切なこ
とって、石田社長、何だと思いますか。

石田社長：やはりチャレンジをしていくというか、工夫
をしていくことが必要です。そのためには、今の自分の
考え方に常に謙虚でいること、少しでも自分におごりが
出てしまうと、もうそこから成長しません。その話をよ
くしています。あとは、やはり若い人は常に工夫をする
文化といいますか、そういうのが大事ですね。石田屋の
文化も同じです。父のときは、贈答品として鍋のふたに
「上棟記念〇〇家」と鉄筆で名入れするなど、そういっ
たオリジナル性を持っていました。のこぎりだとか刃物
も直接産地で買い入れて、「石田屋手打ち製」とかね、そ
のようなことも一つのオリジナルですね。

̶̶̶そうですね。

石田社長：祖父のときもオリジナル、だから私もその形
を継承した。これが文化なのですね。

̶̶̶今日のトップインタビューは総合住宅会社、株式
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磯：はい、そのように願っています。また、当協会では、
「環境経営」の更なる促進を図るため、「環境経営Ｇエー
ル保証」に加えて、「環境経営Ｇエールプラス保証」も同
時にスタートしました。この保証申込の対象は、「環境マ
ネジメントシステム」の認証を取得した法人に限定して
いますが、保証料率を通常より 一律0.2％ 引き下げます。
制度の詳しい内容は、当協会ホームページをご覧いただ
くか、保証協会までご連絡ください。

̶̶̶令和４年の幕開けに、「環境経営Ｇエール保証」と
「環境経営Ｇエールプラス保証」がスタートし、環境保
全に対する意識が、より一層 高まりますね。

磯：はい、ＳＤＧｓなどの考えが加速していることを踏
まえると、環境経営の活動は重要な役割になります。今回、
ご案内した保証制度が、環境保全の一助になると、うれ
しいです。

̶̶̶今日は、保証協会の「環境経営Ｇエール保証」な
どについて、群馬県信用保証協会の磯さんにお話を伺い
ました。磯さん、ありがとうございました。

磯：ありがとうございました。

チャレンジ企業紹介コーナー
上州沼田シードル醸造株式会社
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
次に紹介するのは、沼田市でリンゴを原料にしたお酒、
シードルの醸造を始めた藤井達郎さん、41歳です。藤井
さんは沼田市出身の元プロボクサーで、東京神田でシー
ドルとウイスキーのバーを経営していますが、自らシー
ドルづくりに乗り出し、2021年３月、ふるさと沼田に醸
造所を開設しました。沼田市利根町のFukiware Cidrerie
（フキワレシードルリー）を訪問し、藤井さんに挑戦の
様子を伺いました。

̶̶̶醸造所Fukiware Cidrerie（フキワレシードルリー）
に来ています。長さ30メートルぐらいの茶色の建物の中
で、その中には醸造所と試飲カウンターのある売店とい
う構成になっているのですが、私は売店のほうでお話を
伺っております。藤井さん、今日はどうぞよろしくお願
いいたします。

藤井さん：よろしくお願いします。

【収録風景：Fukiware Cidrerieにて】

̶̶̶このシードルなのですけれども、リンゴを原料に
したお酒ということですが、あらためてどんなつくり方
なのか、教えていただけますか。

藤井さん：はい。シードルは、リンゴを砕いて絞った果
汁を発酵させるという、簡単に言うとリンゴのスパーク
リングワインといったものです。

̶̶̶どのぐらいの期間で、でき上がるのですか。

藤井さん：暖かい時期ですと、早ければ１カ月ぐらいで、
時間がかかるときは、日本のシードルの場合ですと、３
カ月から４カ月以上はかかるかと思います。

̶̶̶じっくりとつくられるものなのですね。

藤井さん：そうですね。

̶̶̶そのようなシードルづくりに取り組んでいる藤井
さんですが、もともとはプロボクサーだったのですよね。

藤井さん：はい。19歳のときにプロライセンスを取りま
して、24歳ぐらいまで選手として活動をしていました。

̶̶̶その藤井さんが、どういう経緯でシードルづくり
に入っていったのですか。

藤井さん：ボクシングを引退した後に、夜、トレーニン
グする時間というのがポッカリと空いてしまって、もと
もとお酒が好きだったものですから、バーに行くように
なりました。そこでバーテンダーの所作に憧れて、洋酒
にすごく魅力を感じまして、バーでアルバイトをしよう
と思ったのがきっかけです。バーで働き始めてからほど
なくして、スコッチウイスキーにも魅力を感じまして、
実際につくっているところを見てみたいと思い、一人ス
コットランドに旅をしました。
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̶̶̶１人ですか。

藤井さん：そうですね。そのときに、どこの街のパブに
行っても、ビールのタップと並んで、サイダーのタップ
があったのですよ。当時は日本でもサイダーは、あまり
なじみがなかったですしね。

̶̶̶炭酸水ということですか。

藤井さん：イギリスではお酒の入っているシードルのこ
とを、サイダーというふうに言うのですよ。

̶̶̶なるほど。

藤井さん：リンゴもお酒になるのだというのを何となく
知っていましたから、そのときにふと、私の地元の沼田
市もリンゴの産地ですから、地元とつながりがあるよう
な、そんな形のお店をやりたいというふうに思いました。
リンゴのお酒を勉強していく中で、イギリスではサイ
ダーですけど、フランスではシードルという、世界各地
で呼び方が違うのですが、リンゴのお酒もいろいろある
ということに、何となく魅力を感じまして、世界のリン
ゴのお酒を集めてみようと勉強を始めたのが、26、27歳
のころでしょうか。東京の神楽坂にあるウイスキーの専
門バーで働かせていただいて、そこで10年近く修行をさ
せていただいた後に独立をしました。

̶̶̶独立のタイミングというのは何かあったのです
か。

藤井さん：そうですね。やはり息子が生まれたのはちょっ
と大きかったかもしれないですね。妻は、「今のままでも
いいんじゃないの」なんて言うのですけど、やはり自分
でやりたいことをちゃんとやっている姿を見せたいとま
では言わないですが、自分がやりたいことをやれていな
いストレスを抱えながら過ごす日々に、違和感を抱いて
いました。

̶̶̶お店はどちらに出されたのですか。

藤井さん：東京の神田です。

̶̶̶そのお店を始めて、今度は、なんとシードルづく
りまで始めたっていうことですものね。

藤井さん：そうですね。シードルとウイスキーのバーと
いうことで、お店をオープンしてから、毎年必ずヨーロッ
パをはじめとして海外のシードル産地を巡ろうというふ
うに決めていたので、海外にはよく出掛けていました。
やはり実際につくっているところを見ると、すごく魅力
的で、シードルを日本に普及させていくのに役に立ちた
いという思いがあったものですから、しっかりとつくり
方も勉強して、つくってみたいというのはありました。
ただ、醸造所を自分でやろうというのは、妄想ぐらいで

しか、そのときは考えてなかったと思います。

̶̶̶まずこの場所につくろうと思ったことと、それと、
どのように進めてきたのか、そのあたりも少し教えても
らえますか。

藤井さん：そうですね。まず場所が沼田というのは、こ
こが実家の敷地で、父親が農業をやっていたときの畑や
ハウスがあったところなのですね。

̶̶̶そうですか。

藤井さん：はい。もう父親は農業をやめて、群馬にはい
ないのですが、このまま荒らしてしまうのももったいな
いし、何かに使いたいというのがもともとあったのです
よ。そんな中で、ここの畑に海外のシードル用のリンゴ
を植えることができないかということで、地元のリンゴ
農家さんなどに相談したのがきっかけで、そんなときに、
沼田起業塾のお話もいただいて、市役所の方に紹介して
いただいたのですよ。そこで、せっかくだから、ビジネ
スプランとして、妄想するだけでもいいから、醸造所の
計画でも考えてみればなんていうのがあって、イメージ
を具体的に考えるきっかけになったと思います。

̶̶̶その沼田起業塾というのは、沼田市が主催をして
いて、この地域で起業したい方々を対象にする勉強会と
いうことですか。

藤井さん：はい、そうですね。

̶̶̶東京でお仕事をしてから、沼田に来ていたのです
よね。

藤井さん：そうですね、はい。

̶̶̶そして、卒業というか、カリキュラムが終了する
わけですが、終わったときって、どんなお気持ちでした
か。

藤井さん：事業計画とかいろいろ立てたものの、何もや
らないというのは、この通ってきた半年間を無駄にする
のも嫌だったので、起業塾を担当していた市役所の方に、
「卒塾したんですけど、どうしたらいいですか」という
ような感じで素朴に質問をしました。そうしたら「やる
の？」という感じで言われて、「そうですね、せっかくで
すから、やりたいです」なんて言って、「じゃあ、まず事
業計画を詰めてみようか」ということで、実際にそれが
現実的にできるのかどうかをちゃんと詰めて考えましょ
うということでスタートしました。

̶̶̶そのときのお仲間が、「え、本当につくったんだ」
と驚かれたのではないですか（笑）。

藤井さん：ああ、そうだと思います。東京の常連さんに
も「本当にやったんだね」と言われました。
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̶̶̶東京でバーをしながら、シードルづくりの勉強も
したわけですね。

藤井さん：そうですね。

̶̶̶どういった方にご指導いただいたのですか。

藤井さん：もうとにかく生産者のところに行って、つた
ない知識でいろいろ質問して、どんなふうにつくってい
るのかをとにかく聞いて回って。皆さん、すごく自分の
シードルづくりに誇りを持っている人ばっかりだったの
で、包み隠さず「うちはこういうつくりをしている」と、
海外の人も、日本の生産者さんも、いろいろ教えてくれ
ましたね。あとは一度、ご縁があって、フランスのノル
マンディー地方、シードルの産地にある農業学校で特別
カリキュラムを組んでいただいて、シードルづくりと、
カルヴァドスというリンゴのブランデーづくり、あと、
ポモーというリンゴのリキュールづくりの集中講習を受
けさせてもらう機会があって、そういうところでシード
ルづくりも勉強できたのが大きかったと思います。

̶̶̶本格的に、まさに聖地で教えていただいたという
ことですね。

藤井さん：そうですね。本当にそのとおりです。

̶̶̶また、シードルづくりの、もう肝となるこのリン
ゴなのですが、リンゴの確保というのはどのようにされ
たのですか。

藤井さん：リンゴは地元のリンゴ農家さんが全面的に
バックアップしてくれまして、１年間に果実酒製造免許
でつくらなければいけない量というのがあるのですが、
それが十分確保できるぐらいのリンゴを供給してくだ
さっていて、原料がちゃんとあるというのは、すごく心
強いですよね。

̶̶̶ええ。ところで、資金調達というのも非常に大事
なポイントになると思うのですが、そのあたりというの
は、どのような方法を取られましたか。

藤井さん：はい。地元の金融機関にご融資いただいたのと、
クラウドファンディングで一般の方にもすごく応援をし
ていただきました。

̶̶̶2021年３月に醸造所を開設して、実際のシードル
づくりというのは、今、どうなっていますか。

藤井さん：去年の２月の後半に晴れて製造免許をいただ
きまして、早速３月７日に仕込ませていただいたのです
よ。ただ、もうリンゴがそろそろ終わる時期で、リンゴ
のポテンシャルが少し弱りかけているころだったので、
2021年の秋の収穫からが、まさに本仕込みということで、
今もう本当にフル稼働という感じで、めちゃくちゃ忙し

いです。

̶̶̶本当にでき上がりが楽しみですけど、いつぐらい
にでき上ってくるのでしょうか。

藤井さん：そうですね、９月の末に初収穫リンゴの仕込
みも終わりまして、シードルヌーボーという形で、甘口、
辛口というのを発売させていただきました。

̶̶̶反響はいかがでしたか。

藤井さん：もう本当に久しぶりの地元の同級生からも、
「買ったよ」と連絡をいただいたりしています。味も「お
いしい」というふうに言っていただいたりして本当にあ
りがたいです。

【沼田産のリンゴでつくったシードル】

̶̶̶今後の目標をお聞かせください。

藤井さん：まだまだ規模も小さくて、納得していない部
分もあって、もっとよくなるというふうに思っておりま
すので、更においしいシードルをつくっていきたいと思
います。地元の名物になれるような、そんなシードルを
目指しています。

̶̶̶東京と沼田を行ったり来たりして、ハードではな
いですか。

藤井さん：ハードですね。ハードですけど、楽しいこと
なので、何とか、やっています。

̶̶̶その楽しさって何ですか。
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藤井さん：いろいろな要素があるのですが、一つは、も
のをつくるっていうことは昔から憧れていたので、その
ものづくりをしているということと、やはりお酒が好き
なので、また、お酒を飲んでいる酔っ払いも好きなので、
うちのお酒を飲んで「おいしい」と言ってくれている、
そういう反応などが楽しい要素だと思います。

̶̶̶お客さまの喜ぶ顔ですか。

藤井さん：はい、そうですね。あとは、シードルづくり
をしている自分を、東京のお客さんや、地元の人達も、
興味を持って見にきてくれるので、「こんなふうにお酒を
つくっているんだよ」という、今まで自分が見てきたも
のとか、そういったものを伝えられることが、すごく楽
しいと感じられるところだと思います。

̶̶̶これからも東京のバー、そしてシードルづくりと、
二刀流で。

藤井さん：はい。二刀流を続けていきたいですね。

̶̶̶ご活躍されますことをお祈りしております。

藤井さん：ありがとうございます。

̶̶̶東京神田でシードルとウイスキーのバーを経営す
る傍ら、ふるさと沼田に醸造所を開設し、自らシードル
づくりを始めたという藤井達郎さんにお話を伺いました。
ありがとうございました。

藤井さん：ありがとうございました。

エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走っている人
を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日は、
番組前半は、「オネスティーハウス」をブランド名にして
住宅建設や不動産業などを手掛ける総合住宅会社、株式
会社石田屋の石田房嗣社長のトップインタビュー、そし
て後半は、沼田市でリンゴを原料にしたお酒、シードル
の醸造所Fukiware Cidrerie（フキワレシードルリー）を
開設した藤井達郎さんを紹介しました。
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
この番組は「頑張るあなたを応援します！群馬県信用保
証協会」の提供でお送りしました。ご案内役は、私、奈
良のりえでした。

FM GUNMAと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【３月の放送のお知らせ】

令和４年３月３日（木）12:00～12:55
再放送　３月５日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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